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３．プローブパーソン調査実施の背景
■背景

現況の人の動きとともに、社会実験等による変化はどうなのか？
・人が集まるポイントや滞在時間
・通行が多いルートなど

「魅力あるポイントの配置」や「ルートの改良」について計画

人が集まるポイントや通行が多いルートの「選択要因」を推定
⇒ある程度のサンプル数を確保すれば大きな傾向が掴めるのではないか

「岡山駅前エリア」と「表町エリア」の中間点で社会実験等を実施

プローブパーソン調査で確認

中心市街地における回遊性向上施策の一つとして立案



４．調査概要

2015年10月10⽇（⼟）〜10月25⽇（⽇）
⼟曜・⽇曜全6⽇
10/10〜10/11は社会実験などを実施

■調査概要 ■調査方法
スマートフォンのGPS機能を⽤いて、⽴

寄箇所、滞在時間、移動経路を調査
⇒1秒単位毎に位置を調査

■調査日

■調査対象地域

① ⼀般市⺠の中から調査モニターを募集
⇒通常時、社会実験時で各1,000人以上目標

② PCかスマホによりWEB経由で参加登録
③ ＩDとパスワードを取得
④ 調査⽤アプリをインストール
⑤ 調査期間中にアプリを操作することで移動

経路等の情報を収集
⑥ 1回の参加毎に500円のQUOカードを進呈

（上限2,000円）
中心市街地



１．まちなか回遊調査の実施結果

■参加者数

 調査参加者数は6⽇間で延べ約2,400人
 社会実験時には延べ約1,000人、通常時には延べ約1,400人が参加
 調査参加者数は6⽇間で延べ約2,400人
 社会実験時には延べ約1,000人、通常時には延べ約1,400人が参加
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■来訪者特性

【来訪交通手段別来訪者数（通常時）】

【性別・年齢階層別来訪者数（通常時）】

20〜30歳代の⼥性のサンプル割合が高い⇒約３割
通常時、実験時ともに、⾃動⾞で中心市街地に来訪したサンプルの割合が高い
20〜30歳代の⼥性のサンプル割合が高い⇒約３割
通常時、実験時ともに、⾃動⾞で中心市街地に来訪したサンプルの割合が高い

【性別・年齢階層別来訪者数（実験時）】

【来訪交通手段別来訪者数（実験時）】

N=1,260人

N=1,260人

N=889人

N=889人
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社会実験時には、２箇所以上⽴ち寄った人の割合が３ポイント増加
通常時の平均⽴ち寄り箇所数１.６箇所 ⇒ 実験時の平均⽴ち寄り箇所数１.８箇所

平均⽴ち寄り箇所数は０.２箇所増加

社会実験時には、２箇所以上⽴ち寄った人の割合が３ポイント増加
通常時の平均⽴ち寄り箇所数１.６箇所 ⇒ 実験時の平均⽴ち寄り箇所数１.８箇所

平均⽴ち寄り箇所数は０.２箇所増加

５．調査結果

2か所以上立ち寄りする人の割合が３ポイント増加

2箇所以上立ち寄り 42％

2箇所以上立ち寄り ４５％ 通常時：N=449人
実験時：N=223人

■立ち寄り箇所数



男性と⼥性では⽴ち寄り箇所の変化に⼤きな違いはない
社会実験により40歳代、50歳代以上では2か所以上に⽴ち寄る人の割合が増加
男性と⼥性では⽴ち寄り箇所の変化に⼤きな違いはない
社会実験により40歳代、50歳代以上では2か所以上に⽴ち寄る人の割合が増加

【男性】 【10歳〜20歳代】 【30歳代】

【⼥性】 【40歳代】 【50歳代以上】

通常時：N=217人
実験時：N=109人

通常時：N=228人
実験時：N=112人

通常時：N=100人
実験時：N= 41人

通常時：N=130人
実験時：N= 67人

通常時：N=129人
実験時：N= 56人

通常時：N=75人
実験時：N=51人

4６％

5１％

3５％

5４％

平均立ち寄り箇所数
1.7箇所 → 1.9箇所

平均立ち寄り箇所数
1.6箇所 → 1.6箇所

平均立ち寄り箇所数
1.7箇所 → 1.5箇所

平均立ち寄り箇所数
1.7箇所 → 1.7箇所

平均立ち寄り箇所数
1.6箇所 → 1.6箇所

平均立ち寄り箇所数
1.6箇所 → ５．1箇所

【性別の⽴ち寄り箇所数】 【年齢階層別の⽴ち寄り箇所数】

５．調査結果
■立ち寄り箇所数（性別・年齢階層別）



社会実験時には、特に⾃転⾞来訪者において2箇所以上⽴ち寄る人の割合が増加
⾃動⾞来訪者よりも公共交通及び⾃転⾞来訪者の方が平均⽴ち寄り箇所数が多い
社会実験時には、特に⾃転⾞来訪者において2箇所以上⽴ち寄る人の割合が増加
⾃動⾞来訪者よりも公共交通及び⾃転⾞来訪者の方が平均⽴ち寄り箇所数が多い

■立ち寄り箇所数（来訪交通手段別）

＜公共交通＞ ＜⾃動⾞＞＜⾃転⾞＞

通常時：N=57人
実験時：N=33人

通常時：N=191人
実験時：N= 97人

通常時：N=120人
実験時：N= 62人

5１％

60％

【来訪交通手段別の⽴ち寄り箇所数】

【来訪交通手段別の平均⽴ち寄り箇所数】
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通常時
（箇所）

実験時
（箇所）

増減
（箇所）

サンプル数（人）
通常時 実験時

公共交通 1.8 2.0 +0.2 57 33

自転車 1.8 2.0 +0.2 191 97

自動車 1.4 1.6 +0.2 120 62

合計 1.6 1.8 +0.2 449 223

32％

36％

50％

51％




